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第
二
十
七
回

例
会
の
お
知
ら
せ

ビ
デ
オ
鑑
賞
会

「
コ
ル
チ
ャ
ッ
ク
先
生
」

す
で
に

「ポ
ー
レ
」
で
三
十
四
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
第
二
十
七
回

例
会
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
ビ
デ
オ
鑑

賞
会
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
九
月
二
十
八
日

（土
）
一
時
三

十
分
よ
り

場
所
　
か
で
る
２

・
７
　
視
聴
覚
室

作
品
　
「
コ
ル
チ
ャ
ッ
ク
先
生
」

解
説
　
霜
田
千
代
麿

入
場
　
無
料

映
画

「
コ
ル
チ
ャ
ッ
ク
先
生
」
は
、

ア
ン
ジ

ェ
イ
・
ワ
イ
ダ
監
督
の
作
品
で

す
。コ

ル
チ
ャ
ッ
ク
先
生
は
、
ポ
ー
ラ
ン

ド
の
ユ
ダ
ヤ
人
で
教
育
家
・
小
児
科
医

で
し
た
。
ナ
チ
ス
に
制
圧
さ
れ
た
ワ
ル

シ
ャ
ワ
で
、
孤
児
や
貧
し
い
子
ど
も
た

ち
の
父
と
し
て
活
動
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
自
分
だ
け
に
さ
し
の
べ
ら
れ
た
救

い
の
手
を
拒
絶
し
、
教
え
子
た
ち
と
と

も
に
、
死
の
収
容
所
の
ト
レ
ブ
リ
ン
カ

行
き
の
汽
車
に
乗
り
込
ん
だ
の
で
し

た
。コ

ル
チ
ャ
ッ
ク
先
生
が
生
き
た
ポ
ー

ラ
ン
ド
に
つ
い
て
、
ま
た
、
ヮ
イ
ダ
の

描
い
た
映
画

「
コ
ル
チ
ャ
ッ
ク
先
生
」

に
つ
い
て
、
霜
田
千
代
麿
先
生
に
解
説

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

コ
ー
ヒ
ー

・
紅
茶

・
お
菓
子
つ

き
の
気
楽
な
会
で
す
。

会
員
の
方
だ
け
で
は
な
く
、
お

友
達
を
誘

っ
て
た
く
さ
ん
参
加
し

て
い
た
だ
き
た
く
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

遠
藤
道
子
さ
ん
に

北
海
道
開
発
功
労
賞

本
協
会
の
副
会
長
遠
藤
道
子
さ
ん

が
、
テ」
の
た
び
北
海
道
開
発
功
労
賞
を

受
け
ら
れ
ま
し
た
。
多
年
に
わ
た
る

ｉ
襲
業
界
で
０
ご
活
躍
に
対
レ
で
北
海

道
か
ら
贈
ら
れ
ｔ
一ヽ
の
で
す
。

一
風
本
シ
ョ
パ
ン
協
会
北
海
道
支
部

を
中
心
に
し
た
受
賞
記
念
祝
賀
会
が
、

一‥十
月
一
日
（火
）
午
後
六
時
三
十
分
か

，‐ら‐‥＝
‥幌パ
「
夕
沐
テ
ル
で
＝
か
れ
る

．こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
語

「
入
門
コ
ー

ス
」
開
催
の
お
知
ら
せ

「ピ
ア
ノ
の
詩
人
」
シ
ョ
パ
ン
の
国
、

ポ
ー
・ラ
ン
ド
の
言
葉
を
初
歩
か
ら
学
び

ま
す
‐。
挨
拶
や
日
常
会
話
に
必
要
な
基

櫛畔悧“卿しヵ、一一鰤・口”いけは綿

し
い
講
習
会
で
す
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
つ

い
て
０
情
報
交
換
も
し
て
お
り
ま
す
。

日
時
一
一
肛
九
日
か
ら
毎
週
水
曜
日
午

一●
後
二
時
か
ら
、
全
十
回

会
場
　
北
海
道
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
セ
ン

タ

ー

札
幌
市
北
区
北
七
条
西
六
丁
目

申
込
と
会
費
　
初
回
会
場
に
て
、

一
万

三
千
円

問
い
合
わ
せ
　
富
山

貧
聾
歌
い‐ぶ
０
３
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一  第 2回 ポ文協 修 学旅行 一

_         (第 28回例会 )

解 ″ ガ ワインまつクゴヘの修学鮪 が大変好評 でしたので、 今年

|ま本筋会勿 催 渚 して
「

ワインまつクゴ ツアーを企画 しました。新

先生のめダらしい、楽

“

嗜 語つきの旅で九 ふるってご惨″下さい。

日時 : 1996年 10月 5日 (土 )、 6日 (日 )の 2日 間

目的地 :池田町

費用 : 1人 17、 000円
(バス、宿泊、食事、ワインまつり参加費、その他こみ)

日程 :5日 (土曜日)

8:30 大通 り公園 NIIK横 より出発

「神田日勝美術館」見学

16:00 池田町「まきばの家」着

18:00「前夜祭」に参加

21:30 北大文学部栗原先生のお話 (ワ インとともに)

・ ■    「ポーランドの諸都市の伝説より」

6日 (日 曜日)

9:30 「まきばの家」出発

田園ホール見学

パークゴルフなど

11:30「ワインまつ り」参加
イ   14100池 田町出発

19:00札幌着

募集人数 :20名 (先着順 )

申込締切 :9月 20日

申込先 :栗原朋友子 (611‐5271);斎田道子 (621-1738):ガ 林ヽ暁子 (831‐ 8570)

2

●まきばの家 ●ヮイン城夜景
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